
測定船「つしまJて実施したXB T及び偏流による北赤道海流の観測

竹内義男・海洋調査課

North Equatrial Current Observation in Tusima (aid to navigation research vessel), 

by XBT and ship drifting measurement. 

Yohio Takeuchi : Ocean Surveys Division 

1. はじめに

航路標識測定船つしま（1,800トン）は，西

部太平津海域でオメガ電波の評価試験実施の 40°N 

ため，昭和58年 1月13日東京を出港し3月7

日東京(IC帰港した。

との航海に乗船し第 1図K示した 34点で，
3σN 

XB  T Kよb表面から 450m層までの水温観

測を行うとともK，金行動についてNNSS 20°N 

の衛星電波受信時K，偏流をプロットした。

衛星電波の受信で 3時間らしとのN-UPDATE 1 o'N 

もあるが，ほぽ 1時聞に 1回の割合でUPD-

AT E している。水温，海流κついて，航海 o' 

期間が長かったため海況の変動が考えられる

が，演lj定結果の概略について報告する。 10'!; 

’~o・E 140"E 1 O"E 160・E 170・E 16 
／ 

』 bトr
相F

fルノ
l干

7ヘ
」1」fー高P'-τ4 ！、In • x郎、一

ト＂＂＇． v /I、、 .1 
リ

I¥ 

T 

」

島』

~ ． 
？ー

L...-
， ト角 ¥ .... ,_ l<'¥_I〆ー
1、h 、 コF
I¥ 、ノ「、

130°E 140'E 150'E 1 O'E 1 o'E 16 

－ 

0 

4ぴN

30°N 

20°N 

10'N 

o• 

10・5
o• 

2. 水温

(1) 往航時の観測結果（第 2図1月16日～ 22日）

観測は 148°Eの経度線上の 22'N～2・Nの聞を緯度rごとに実施した。水温鉛直分布から，表層は 19°N
～10°Nで 26℃台， 10°N～4。Nで幻℃台，4°N以南は 28℃以上を示している。75～300mの等温線分布を

みると， l8°N～6°N付近にかけて等混線が南K上向きに， 6。N～3°Nでは南に下向きに，ずN以南（ 2・N

以南の資料はないが）は再び南に上向きとなっている。地衡流Kよる海水流動から， 6°N以北では西向

流， 6・N～3°N付近は東向流， 3°N以南では西向流を示し，北赤道海流，赤道反流，南赤道海流K対応す

第 1図 つしま航跡図

るものと考えられる。

(2) 帰航時の観測結果（第 3図2月26臼～ 3月3日）

観測は 136° Eの経度線上の 14°N～ 26°Nの聞を，緯度fどとK実施した。等温線分布をみると 20 °N 

付近以南は， IOOm層付近まで 25℃以上の製帰表層水で占められている。従って亜熱帯収束線は明らかで

は左いが 20°N付近K存在しているようである。また 15℃以下の等温線は 20。N付近から南に向って上

向きと念っている。
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1 4 8°E線上の水温鉛直断面図（℃）
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1 3 6°E線上の水温鉛直断面図（℃）第 3図
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3. 
リー

｝栂 流 （第4図）
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NNS Sによる偏流結果は第 4図のと公bで，北赤道海流の流帯の北限は I36°E線では 2ぴN付近にあ !J' 

14 8°E線では18守J付近κあると推定される。 148° E線の6°N～ 3°N聞は北北東から北東に向う流れとを

ってb!J ' 6°N付近が北赤道海流と赤道反流， 3°N付近が赤道反流と南赤道海流の境界と推定され，水温の

観測結果と一致している。前記のほか， I 76°E線上では 6°N～9°N聞が反赤道海流の流域と左っている ζ

と，赤道上の I65°E付近vr:3ノット以上の強い西流がある， IO前線上の 150°E～17 0°E聞の流れはほと

んどが0.5ノット以下の南向流と走っている左どが観測された。
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